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要 旨   

 

背景 本論文の目的は、COVID-19の物質使用に対する初期影響を調べ、物質使用治療お

よび支援システムの計画への影響を評価することであった。 

 

方法 COVID-19とそれに伴うロックダウン、自宅待機命令、社会的距離などの公衆衛生

対策に伴う物質使用の有病率、発生率、重症度の変化をまとめるため、2021年 3月まで

に発表された文献の系統的レビューを実施した。 

 

結果 母集団レベルでの物質使用の変化を記述した 53の論文を同定した。大半の論文

がアルコール使用に関する変化を記述しており、そのほとんどが、COVID-19パンデミッ

ク時の消費量をパンデミック前と比較した自己報告による測定に依存していた。アルコ

ール以外の物質使用の変化を支持する証拠は少なかった。一般に、リスクの高いパンデ

ミック前のアルコール使用、介護の責任、ストレス、うつ病、不安、および精神障害の

現在の治療が物質使用の増加と関連していることが明らかにされた。 

 

結論 このレビューは、物質使用の変化に関する予備的データを提供し、COVID-19パン

デミックの初期に人口のある層がアルコール使用を増やし、害のリスクが高く、追加の

サービスを必要とする可能性があることを示している。治療システムの観点からエビデ

ンスに基づく迅速な対応を知らせるために，薬物使用に関する集団レベルの情報をさら

に得る必要がある。 

 

 


